
　

イドバタベンチ

コピー機

人とまちをつなぐハブ

Ⅲ

地下駐輪システム

まちの余白に

みちくさ屋台Ⅱ

駐輪場before after

まちから人を向かい入れ、
まちへと人を送り出す、羽のように軽やかで
広がりのある屋根

直線的な乗り換えゾーンに付属する
位置に止まり木エリアを配置

・各方向からアクセスしやすい階段
・『憩い』の休憩スポット
・『賑わい』のイベント・キッチンカー
　出店広場

・改札口とまちをつなぐ大階段
・5 機の地下駐輪システムで
　雑多に見えていた自転車を収容

直線的な乗り換え動線の上部は水平に

改札口上部は外側に傾斜をつけ、突き刺す形状を避け角をとった

屋根の下部には光を透過するポリカーポネートをつける
道を歩いていて少し遠くからでも発見できる優しい光を纏う屋台に余白スペースやお店の形態に合わせて 3 種類のサイズをフレキシブルに選べる

屋根

2F

最短距離で駅と駅をつなぐ

A FLOWⅠ

地上

地下

キッチンカーエリア

駅を使う人、広場で憩う人の利用を想定

ごろごろデッキ（地上）

新秋津駅改札口上部にあり、電車の眺めが良い

建物内の通り抜け通路

ロビーのような空間で人々を向かい入れる

カウンター & 壁面
ベンチ & 柱面

ソファ

布張り

カフェのマテリアルイメージ

cafe POOL
FUSE SHOP

ワークスペース
イベントスペース

エキノマスタンド

乗り換えの短い時間でも利用しやすい

広場から秋津駅改札口を見る

before

after

飲食店街に点在する余白空間を活用。
みちくさしたくなる屋台が出店する
ことで道がにぎわいの中心になり、
乗り換えルートの飲食店へも
立ち寄りやすい演出となる。

みちくさ屋台

橘田スタジオ　　22010373　松津見穂

CONNECTIO
N_400

01  背景
電車での移動時、違う路線の乗り換えで改札外を歩かなければならない駅は全国にいくつかある。

そのうちのひとつ、西武池袋線 秋津駅  と JR 武蔵野線 新秋津駅 

乗り換えルートの約 400m の飲食店街は通勤通学時間帯になると道いっぱい人が移動する。

日々利用している中で以下の点を課題に感じ、改善する提案を卒業制作のテーマにした。

　・道を急ぐ乗り換え利用者が乗り換えに必ず通行しなければならない地点で車両が錯綜する危険性

　・人の流れの早さから感じる道の途中のお店への立ち寄りにくさ

＿ 距離のある駅と駅 02 計画概要
電車利用者の乗り換えをより快適に便利にし、駅間を通るだけだった人も、商店街やまち全体へ目を向けたくなるまちの関係人口を増やす計画を考えた。

この計画では西武池袋線秋津駅、JR 武蔵野線新秋津駅間の東京都清瀬市、東村山市、埼玉県所沢市をまたがるエリアを計画の中心に設定する。

利用者の抵抗感を減らすため、段階的に 3 つのフェーズで駅と駅、駅間とまち、まちと人をつなぎ、利便性・滞留性・快適性向上を目指していく。

↓フェーズⅠ.Ⅱ.Ⅲの計画マップ

＿ まちの関係人口を増やす 3 つの計画の提案

A FLOW

既存乗り換えルートの飲食店街に点在する駐輪場や駐車場、
空地などの余白空間を “みちくさしたくなる” 屋台の場として活用

平日：ちょい飲み屋台　休日：マルシェなど
＊地元のグルメ、野菜や地ビールの販売で地域の食や店の魅力周知を図る
＊屋台を中心に賑わいが広がる→周辺の飲食店にも立ち寄りやすくなっていく

50 m1/1000

秋津駅

駐車場駐輪場

乗り換えルート

車通り多

平日 8:00　
通勤通学客でいっぱいの道

平日 18:30　
歩行者と車両が交差する地点

平日 18:30
車がすれ違う際、歩行者も車両も詰まってしまう　

Ⅰ

駅の利便性向上を目指す空間のデザイン思考のプロセス

 1.  2 つの駅（4 つのホーム）を最短でつなぐ位置に改札を新設
 2. それぞれのホームとまちをつなぐ動線を描く
 3. 動線の被りが少ないエリアを芝生の “エキノマ広場” とし、
　  直感的に移動できるようなクイック動線と憩い・賑わう場が緩やかに共存する空間へ

エキノマ広場エキノマ広場

クイック動線主軸の連絡通路 &広場

フェーズⅠで作るクイックな
新規乗り換えルートと
スローな既存乗り換えルートの
間にある既存施設の改修を行う。

乗り換え目的で移動するクイックな人、
場に目的を持って移動するスローな人。
スピード感の違う人々をフェーズⅠと
既存乗り換えルートで分ける。
二分することで両者に快適性が増す。

Ⅱ
Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
秋津駅

Ⅰ

Ⅰ

A Aand PLACE

A Aand PLACE

1F・2F：テナント
3〜6F：住宅

1F：地元の野菜などが常時購入できるショップ & 地域のロビーとなるカフェ
2F：多様な席を選択できるワークスペース & イベントスペース

地上 6 階建てのうち 1F・2F を改修


